
設置の準備

特に指示がない限り、この章のイメージは説明のみを目的としています。シャーシの実際の外

観とサイズは異なる場合があります。

（注）

ステートメント 1071 -警告の定義

安全上の重要な注意事項

装置の取り扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意

してください。使用、設置、電源への接続を行う前にインストール手順を読んでください。各

警告の冒頭に記載されているステートメント番号を基に、装置の安全についての警告を参照し

てください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告

•一般的な注意事項, on page 2
•準拠性および安全に関する情報（2ページ）
•レーザーの安全性（4ページ）
•感電の危険性（4ページ）
•静電破壊の防止（5ページ）
• NEBSに関する注意および規格準拠宣言（5ページ）
•電源モジュールに関する考慮事項, on page 6
•設置環境のチェックリスト, on page 7
•環境要件（8ページ）
•温度（8ページ）
•エアーフローに関するガイドライン（9ページ）
•設置場所の電源に関する注意事項（10ページ）
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•設置場所のケーブル配線に関する注意事項, on page 11
•工具および機器（13ページ）
•設置場所の準備 （13ページ）
•作業者の準備 （14ページ）
•ルータ取り付け用ラックの準備（15ページ）
• Cisco 8011ルータの開梱（15ページ）

一般的な注意事項
ルータを使用する際、および取り扱う際は、次の一般的な注意事項を守ってください。

•システムコンポーネントをラジエータや熱源の近くに置かないでください。また、通気口
をふさがないでください。

•コンポーネントの上に食べ物や液体をこぼさないでください。また、水気のある環境で本
製品を操作しないでください。

•システムコンポーネントの開口部には、何も押し込まないでください。内部コンポーネン
トがショートして火災や感電の原因となる可能性があります。

•システムケーブルおよび電源コードの位置に注意してください。踏みつけたり、つまずい
たりすることがないように、システムケーブルおよび電源コードを引き回して接続する必

要があります。システムコンポーネントのケーブルや電源コードの上に、何も載っていな

いようにする必要があります。

•電源ケーブルとプラグを改造しないでください。場所を変更する場合は、ライセンスを待
つ電気技術者または電力会社にお問い合わせください。必ず、地域および国の配線規則に

従ってください。

•システム電源の切断後、再投入する場合は、システムコンポーネントの損傷を防ぐため
に、30秒以上の間隔を置いてください。

準拠性および安全に関する情報
Cisco 8000シリーズのルータは、適合認定および安全承認要件に適合する設計になっていま
す。詳細な安全上の注意事項については、『Regulatory Compliance and Safety Information—Cisco
8010 Series Routers』を参照してください。
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ステートメント 1089 -教育を受けた担当者および熟練者の定義

教育を受けた担当者とは、熟練者から教育やトレーニングを受け、機器を操作する際に必要な

予防措置を講じられる人です。

熟練者または資格保持者とは、機器の技術に関するトレーニングを受けているか経験があり、

機器を操作する際に潜む危険を理解している人です。

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告

ステートメント 9001 -製品の廃棄

本製品の最終処分は、各国のすべての法律および規制に従って行ってください。

警告

ステートメント 1074 -地域および国の電気規則への適合

感電または火災のリスクを軽減するため、機器は地域および国の電気規則に従って設置する必

要があります。

警告

ステートメント 1090 -熟練者による設置

この機器の設置、交換、または修理は、熟練者のみが実施できます。熟練者の定義について

は、「ステートメント 1089」を参照してください。

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告

ステートメント 1091 -教育を受けた担当者による設置

この機器の設置、交換、または修理は、教育を受けた担当者または熟練者のみが実施できま

す。教育を受けた担当者または熟練者の定義については、「ステートメント1089」を参照して
ください。

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告

ステートメント 1029 -ブランクの前面プレートおよびカバーパネル

ブランクの前面プレートおよびカバーパネルには、3つの重要な機能があります。感電および
火災のリスクを軽減すること、他の装置への電磁波干渉（EMI）の影響を防ぐこと、および
シャーシ内の冷気の流れを適切な状態に保つことです。システムは、必ずすべてのカード、前

面プレート、前面カバー、および背面カバーを正しく取り付けた状態で運用してください。

警告
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レーザーの安全性

ステートメント 1051 -レーザー放射

接続されていない光ファイバケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー光が放射されて

いる可能性があります。レーザー光を直視したり、光学機器を使用して直接見たりしないでく

ださい。

警告

ステートメント 1055 -クラス Iおよびクラス 1Mレーザーまたはその一方

目に見えないレーザー放射があります。望遠鏡を使用しているユーザに光を当てないでくださ

い。これは、クラス 1/1Mのレーザー製品に適用されます。

警告

ステートメント 1255 -レーザーのコンプライアンスに関する考慮事項

着脱可能な光モジュールは、IEC 60825-1 Edに準拠しています。IEC 60825-1 Edへの準拠に関
する例外の有無にかかわらず、3および 21 CFR 1040.10および 1040.11。3は 2019年 5月 8日
付の Laser Notice No. 56の記載のとおりです。

警告

感電の危険性
ルータは DC電源用に設定できます。通電中は端子に触れないでください。けがを防ぐため
に、次の警告に従ってください。

ステートメント 1086 -電源端子のカバー交換

電源端子には危険な電圧またはエネルギーが出ている場合があります。感電のリスクを軽減す

るために、電源端子の保守を行っていないときは、電源端子のカバーが所定の位置にあること

を確認してください。カバーを取り付けたときに、絶縁されていない伝導体に触れない状態に

なっていることを確認してください。

警告
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静電破壊の防止
ルータコンポーネントの多くは、静電気によって破損することがあります。適切な静電気防止

策を講じなかった場合、コンポーネントに継続的な障害が発生したり、完全に破損したりする

可能性があります。静電破壊の可能性を最小限に抑えるために、静電気防止用リストストラッ

プ（またはアンクルストラップ）を肌に密着させて着用してください。

静電気防止用ストラップの抵抗値を定期的にチェックしてください。抵抗値は 1～ 10 MΩで
ある必要があります。

（注）

このマニュアルに記載されている手順を実行する前に、静電気防止用ストラップを手首に取り

付けて、コードをシャーシに接続します。

NEBSに関する注意および規格準拠宣言
この項では、NEBS-GR-1089-CORE規制のコンプライアンスに関する考慮事項と要件を示しま
す。

ステートメント 7003：建物内雷サージに対するシールドケーブルの要件

装置またはサブアセンブリの建物内ポートは管理イーサネットポートであり、両端が接地され

ているシールドされた建物内のケーブル配線またはワイヤ配線を使用する必要があります。

警告

ステートメント 7005：建物内落雷サージおよび AC電源障害

装置またはサブアセンブリの屋内ポート（管理イーサネットポート）は、建物内配線や非露出

配線、またはケーブル配線のみの接続に適しています。機器またはサブアセンブリの屋内ポー

トは、OSPまたはその配線につながるインターフェイスに6m（約20フィート）以上にわたっ
て金属的に接続しないでください。これらのインターフェイスは屋内インターフェイス専用

（GR-1089に記載されたタイプ 2、タイプ 4、またはタイプ 4aポート）に設計されており、屋
外用の OSPケーブルと区別する必要があります。一次保護装置を追加しても、これらのイン
ターフェイスを OSP配線系統に金属的に接続するには保護が不十分です。

警告

ステートメント 8015 -ネットワークテレコミュニケーション施設での設置場所

この装置は、ネットワークテレコミュニケーション施設での設置に適しています。

（注）
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ステートメント 8016 - National Electric Code（NEC）が適用される設置場所

この装置は、NECが適用される場所での設置に適しています。

（注）

電源モジュールに関する考慮事項
設置場所の電源を調べ、クリーンな電力（スパイクやノイズのない電力）が供給されているこ

とを確認してください。必要に応じて、電力調整器を取り付けてください。

電源接続に関するガイドライン

ここでは、デバイスの電源装置を設置場所の電源に接続する場合のガイドラインを示します。

ステートメント 1024 -アース導体

この装置は、接地させる必要があります。感電のリスクを軽減するため、絶対にアース導体を

破損させたり、アース線が正しく取り付けられていない装置を稼働させたりしないでくださ

い。アースが適切かどうかはっきりしない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認し

てください。

Warning

DC電源システムのガイドライン

DC電源モデルに関する基本的な注意事項は次のとおりです。

•シャーシの各電源装置には、それぞれ専用の入力電源があります。入力電源は、UL60950、
CSA 60950、EN 60950、および IEC 60950規格の安全超低電圧（SELV）要件に準拠する必
要があります。

•回路は、専用の 2極 DC回路ブレーカーで保護します。電源装置の入力定格および地域ま
たは国の規定に適合するサイズの回路ブレーカーを使用してください。

•回路ブレーカーは切断装置として、容易に手が届く場所に設置します。

•システムアースは、電源装置とシャーシのアースです。

•アースラグを使用して、整備中に静電気防止用のリストストラップを取り付けます。

• DC戻り線は、システムフレームやシステムアース機器に接続しないでください。

• DC戻り線がソース側にアース接続されていることを確認します。

•機器の各給電部が異なる電源に接続されていることを確認します。
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AC電源システムのガイドライン

AC電源モデルに関する基本的な注意事項は次のとおりです。

•各シャーシの電源装置に専用の分岐回路が付いていることを確認してください。

•電源装置の入力定格および地域または国の規定に適合するサイズの回路ブレーカーを使用
してください。

•シャーシとプラグ接続するAC電源レセプタクルには、アース付きのタイプを使用してく
ださい。レセプタクルに接続するアース用導体は、設置場所の施設の保護アースに接続す

る必要があります。

電力損失の防止

デバイスへの電力損失を防ぐには、次のガイドラインを使用します。

•入力電源の損失を防止するために、電源装置に供給する各回路の最大負荷が配線およびブ
レーカーの電流定格の範囲内に収まるようにする必要があります。

•システムによっては、UPSを使用して、設置場所の電源障害から保護できます。鉄共振テ
クノロジーを使用する UPSタイプは使用しないでください。このタイプの UPSは、デバ
イスなどのシステムに使用すると、バーストデータトラフィックパターンによって入力

電流が大きく変動し、動作が不安定になることがあります。

デバイスの稼働に必要な配電システムを計画するには、電力要件を判別しておく必要がありま

す。

設置環境のチェックリスト
この章で説明するすべての設置場所の準備作業を実行して確認するには、次のチェックリスト

を使用してください。

•設置場所が環境条件を満たしている。
•設置場所の空調システムで、ルータの熱放散を補うことができる。
•ルータを配置する部分の床がシステムの重量を支えられる。
•設置場所の供給電力が要件に適合している。
•ルータを作動させる電気回路が要件に適合している。
• TIA/EIA-232Fに従って、コンソールポートの配線および関係するケーブル接続の制限事
項が配慮されている。

•ルータのイーサネットケーブル接続の距離が規定された制限の範囲内である。
•ルータの設置を予定している装置ラックが、規定された要件に適合している。
•ラックの場所を決める際は、安全性、メンテナンスの容易さ、および適切なエアーフロー
の要件を考慮する。
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環境要件
外部プラントを設置（セルサイトキャビネット、仮設小屋など）する場合は、空気汚染、埃、

湿気、昆虫、有害生物、腐食ガス、汚染大気やその他の反応性素子から機器を保護する必要が

あります。OSPの導入には、空調設備や熱交換器が整った、密閉された部屋をお勧めします。
装置を導入する部屋は、温度と空間の要件に準拠している必要があります。このようなキャビ

ネットの例には、TelecordiaGR487に準拠した熱交換器を備えた IP65/IP66キャビネットが含ま
れます。温度は –40 ºC～ 65 ºCの範囲に保つ必要があります。

機器は筐体内（筐体によって外部の天候や環境ストレスから直接保護される）に設置し、

GR-3108-COREのクラス 2で定義される動作気候が次の範囲にある必要があります。

• –40～ 149°F（–40～ 65°C）

• 5～ 85% RH

•浮遊微粒子濃度レベルが 20マイクログラム/平方メートル未満。

環境特性と適合規格の詳細については、『Cisco 8010SeriesRouterData Sheethttps://www.cisco.com/
c/en/us/products/collateral/routers/8000-series-routers/8010-series-large-density-fixed-routers-ds.html』
を参照してください。

温度
温度がその定格温度の上限または下限に達すると、システムの動作効率が低下したり、チップ

の早期老朽化および障害、機械装置の障害などのさまざまな問題が発生する場合があります。

また、極端な温度変化によって、チップがソケットから外れることがあります。

次のガイドラインに従ってください。

•また、シャーシに適切な換気があるかどうかを確認します。

•閉鎖型の壁面ユニット内や布の上にシャーシを設置しないでください。熱がこもる原因と
なります。

•直射日光があたる場所にシャーシを置くことは避けてください（特に午後）。

•暖房の吹き出し口などの熱源のそばにシャーシを置かないようにしてください。

•高地では、適切な換気が重要となります。システムのすべてのスロットおよび開口部、特
にシャーシ上のファンのエアーフロー孔はふさがないようにします。

•設置場所のクリーニングを定期的に実施して、ほこりやごみがたまらないようにしてくだ
さい。ほこりやごみがたまるとシステムが過熱するおそれがあります。

これらのガイドラインに従わないと、シャーシ内部のコンポーネントに損傷を与えるおそれが

あります。

設置の準備
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エアーフローに関するガイドライン
冷気は、ルータの背面に取り付けられているファンによってルータを循環します。内部ファン

は、通気口から冷えた空気を取り込み、ルータに空気を循環させることにより、内部コンポー

ネントの正常な動作温度を維持します。

十分なエアーフローを確保するために、ルータの最小間隔を常に保つことをお勧めします。

•前面の空間：12.7 cm（5インチ）

•背面の空間：5.08 cm（2インチ）

図 1 : Cisco 8011-4G24Y4H-Iルータのエアーフローは前面から背面

次の点に注意してください。

•ルータと他のデバイスを背中合わせに配置する場合は、2台のデバイス間に最低10cm（3.9
インチ）のエアーフロー空間を確保してください。

•装置ラックと、ラックに配置されているルータ内のエアーフローがブロックまたは制限さ
れている場合、またはラックに流れる換気の温度が高いと、ラックと、ラックに配置され

ているルータ内で適正温度を超えた状態が発生する可能性があります。

•接地場所は、可能な限り埃のない状態にする必要があります。埃はルータのファンに詰ま
る傾向があり、機器ラックと、ラックに配置されているルータ内で冷気の流れが低下する

ため、過熱状態のリスクが高まります。

•閉鎖型ラックの場合、換気が十分に行われるようにしてください。各ルータから放熱され
るため、ラックに詰め込みすぎないようにしてください。冷気が回るように、閉鎖型ラッ
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クにはルーバーが付いた側面とファンが必要です。機器がラックの下部近くで放熱し、上

部にある機器の吸気口に流れ込む可能性があります。

•オープンラックにルータを設置する場合は、ラックフレームが排気ファンをふさがないよ
うにしてください。

•ラックに設置された機器、特定に閉鎖型ラック内の機器に障害が発生した場合、可能であ
れば機器を自動的に作動させます。そのラック（および隣接するラック）内にあるその他

すべての機器の電源を切ることで、ルータに最大の冷気とクリーン電力を供給できます。

•ルータの吸気口に隣接機器の排気が流れ込むような場所には、ルータを設置しないでくだ
さい。ルータ内をどのように空気が流れるかを検討してください。エアーフローの方向は

前面から背面であり、ルータの前面パネルの取り入れ口から周囲の空気が取り込まれま

す。

設置場所の電源に関する注意事項
シャーシには、電源および電気配線についての固有の要件があります。これらの要件を満たす

ことによって、信頼できるシステム動作が保証されます。シャーシの設置場所の電源を準備す

るときは、次の注意事項および推奨事項に従ってください。

•冗長電源のオプションは、2番目の同一種類の電源を提供して無停電電源を確保します。

•それぞれの電源装置を個別の入力電源に接続します。別の電源に接続しないと、外部配線
に不具合があったり、回路ブレーカーが落ちたりした場合、システム全体の電力が失われ

ることになります。

•入力電力の損失を防ぐため、各回路上の最大負荷は配線とブレーカーの定格電流の範囲内
となるようにしてください。

•回路ブレーカー仕様：AC給電では最大 20 A（北米）および 16 A（ヨーロッパ）、DC給
電では最大 12 Aがサポートされています。

•設置前に設置場所の電源を確認し、設置後も定期的に確認して、クリーン電力が供給され
るようにしてください。必要に応じて、電力調整器を取り付けてください。

•電力線への落雷や電力サージを原因とするけがや機器の損傷を防ぐために、適切なアース
を施してください。シャーシアースは、セントラルオフィスまたはその他の内部アース

システムに接続する必要があります。

シャーシの設置は、適用可能なすべてのコードに準拠する必要があり、銅の導体のみでの使用

が認可されています。金具を固定するアースボンドは、適合性のある材料にする必要がありま

す。また、金具や結合材料の緩み、劣化、電食が起きないものにする必要があります。シャー

シアースとセントラルオフィスまたはその他の内部アースシステムとの結合は、6 AWGゲー
ジのワイヤ、銅のアース導体を使用して行う必要があります。

（注）

設置の準備
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設置時に 2KVコモンモードおよび 2KV異モードより高い電力サージが発生する可能性がある
場合、AC PSUに外部サージ保護デバイスが必要です。保護デバイスがない場合、製品が損傷
する可能性があります。

設置時に 1KVコモンモードおよび 2KV異モードより高い電力サージが発生する可能性がある
場合、DC PSUに外部サージ保護デバイスが必要です。保護デバイスがない場合、製品が損傷
する可能性があります。

注意

電気回路の要件

各ルータには、専用の電気回路が必要です。ルータを二重化電源にする場合は、電源モジュー

ルごとに別々の回路を用意し、電源の冗長化機能が損なわれないようにする必要があります。

ルータはDC電源で動作します。機器がアースされていて、電源ストリップ定格に従っている
ことを確認してください。電源ストリップに接続する全製品の合計アンペア定格が、定格の

80%を超えないようにしてください。

設置場所のケーブル配線に関する注意事項
ここでは、設置場所の配線およびケーブル接続に関する注意事項を取り上げます。ルータを

ネットワークに接続できるように設置場所を準備するときには、各コンポーネントに必要な

ケーブルのタイプとともに、ケーブルの制限事項を考慮してください。シグナリングの距離制

限、電磁干渉（EMI）、およびコネクタの適合性を検討します。使用できるケーブルタイプは
光ファイバ、太いまたは細い同軸、ホイルツイストペア、シールドなしツイストペアです。

さらに、トランシーバ、ハブ、スイッチ、モデム、チャネルサービスユニット（CSU）、デー
タサービスユニット（DSU）など、必要なその他のインターフェイス機器も検討してくださ
い。

ルータを設置する前に、ほかに必要なすべての外部機器およびケーブルを手元に用意してくだ

さい。発注については、シスコのカスタマーサービス担当者にお問い合わせください。

ネットワークの規模およびネットワークインターフェイス接続間の距離は、次の要因にも左右

されます。

•信号タイプ

•信号速度

•伝送メディア

次の項に示す距離および速度制限は、シグナリング目的の場合に IEEEが推奨する最大速度お
よび距離です。ルータを設置する前に、この情報を参考にしてネットワーク接続のプランニン

グを行ってください。

設置の準備
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配線が推奨距離を超える場合、または配線が建物間にまたがる場合は、近辺で発生する落雷の

影響に十分に注意してください。雷などの高エネルギー現象で発生する電磁波パルスにより、

電子装置を破壊するほどのエネルギーが非シールド導体に発生することがあります。過去にこ

のような問題が発生した場合は、電力サージ抑止やシールドの専門家に相談してください。

非同期端末の接続

ルータには、ローカルコンソールアクセス用の端末またはコンピュータを接続するためのコ

ンソールポートが備わっています。ルータは、IEEERS-232規格で指定された推奨距離のRS-232
非同期データをサポートします。

干渉に関する考慮事項

ある程度の距離にわたって配線する場合は、干渉として遊離信号が配線に誘導されるリスクが

あります。干渉信号が強い場合、データエラーや機器の損傷を引き起こすことがあります。

以降の項では、干渉の原因およびルータシステムへの影響を最小限に抑える方法について説明

します。

EMI

AC電流を動力とするすべての機器は、EMIを引き起こす可能性のある電気エネルギーを伝達
し、他の機器の動作に影響を与えることがあります。EMIの代表的な発生源は、機器の電源
コードおよび電力会社からの電力供給ケーブルです。

強力な EMIは、ルータの信号ドライバおよびレシーバを破壊し、電力線を通じて設置機器に
電力サージを発生させることにより、電気事故を引き起こすこともあります。このような問題

が起きることはめったにありませんが、いったん起きると深刻な事態になります。

これらの問題を解決するには、専門知識および特殊な機器が必要であり、時間もコストも相当

かかる場合があります。しかし、電気環境のアースおよびシールドが適切であることを確認

し、電力サージを抑制する必要性に十分配慮することができます。

無線周波数干渉

電磁場が長距離に及ぶ場合、RFI（無線周波数干渉）が伝達される可能性があります。建物の
配線がしばしばアンテナの役割を果たし、RFI信号を受信して、配線上でEMIをさらに増やし
ます。

アース用導体を確実に施設してプラント配線にツイストペアケーブルを使用すると、プラント

配線から無線干渉が発生することはほとんどありません。推奨距離を超える場合は、データ信

号ごとにアース導体を1つずつ使用し、高品質のツイストペアケーブルを使用してください。

雷および AC電源障害の干渉

信号線が推奨ケーブル距離を超える場合、または信号線が複数の建物にまたがる場合は、施設

付近への落雷がルータに与える影響を検討する必要があります。

設置の準備
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雷などの高エネルギー現象がもたらす EMP（電磁パルス）は、電子機器を損傷または破壊で
きるだけのエネルギーをシールドなしの導体に結合する可能性があります。過去にこの種の問

題が発生した場合は、RFIおよびEMIの専門家に相談し、ルータの運用環境において、適切な
電力サージ抑制および信号ケーブルのシールドを確保する必要があります。

工具および機器
ルータおよびそのコンポーネントの設置およびアップグレードには、次の道具と機器が必要で

す。

•静電気防止用のコードとリストストラップ

•静電気防止用マットまたは静電気防止材

• No.1および No.2プラスドライバ

•ルータを装置ラックに固定するための番号 12-24のなべネジ

•ネットワークポートに接続するためのケーブル（構成によって異なる）

•イーサネットポート接続用ネットワークインターフェイスカード付きイーサネットハブ、
スイッチ、または PC

• 115200ボー、8データビット、パリティなし、フロー制御なし、1ストップビットに設定
されているコンソール端末（ASCII端末または端末エミュレーションソフトウェアを実行
している PC）

•コンソールポートに接続するためのコンソールケーブル

•最大トルクが 20ポンドフォース/平方インチ（インチポンド）または 0.02 Kg/平方ミリ
メートル（kgf/mm2）の、プラスヘッド付きのラチェット式ドライバ

•アースラグのメーカーによって指定された圧着工具

• 6 AWGおよび 14 AWGの両方の被覆を除去するためのワイヤストリッパ

•メジャーおよび水準器

設置場所の準備
ここでは、シャーシを収容する建物を適切にアース接続する方法について説明します。

設置の準備
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図 2 :アース接続されたラックルームのある建物

作業者の準備
ここでは、密封された静電気防止袋からシャーシを取り出す前の作業者の準備について説明し

ます。次の図では、手首に静電気防止用ストラップを付けて、もう 1本のストラップの端を
アースに接続する方法について説明しています。静電気防止用リストストラップは、担当者の

静電気を制御する主要な手段です。

注：これらの画像は説明を目的としたものです。シャーシの実際の外観とサイズは異なる場合

があります。

設置の準備
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図 3 :静電気防止用ストラップの着用

ルータ取り付け用ラックの準備
標準的な水平取り付けレールの付いた2支柱標準ラックにシャーシを取り付けます。ラックに
シャーシを取り付ける前に、以下の手順を実行することを推奨します。

手順

ステップ 1 シャーシを取り付けるラックを設置します。ラックがアース接続されていることを確認します。

ステップ 2 ラックを床面に固定します。

床面にラックをボルト固定するには、フロアボルトキット（アンカー埋め込みキットとも言う）が必要で

す。床面にラックをボルト固定する方法の詳細については、フロア取り付けキットを専門に扱っている会

社（Hilti社（詳細についてはHilti.comを参照）など）に相談してください。フロア取り付けボルトにアク
セス可能なことを確認します（特に、年に 1度のボルトのトルク調整時）。

Cisco 8011ルータの開梱
シャーシパレットの周りに、開梱するのに十分なスペースがあることを確認します。

1. アクセサリトレイと梱包材を取り外します。

2. 梱包材は脇に丁寧に置いておきます。

設置の準備
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コンポーネントの製品を返品する必要がある場合に備え、梱包材は保存しておいてください。ヒント

これらの画像は説明を目的としたものです。シャーシの実際の外観とサイズは異なる場合があ

ります。

（注）
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図 4 :ルータの開梱

設置の準備
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フォームエンドキャップ2、6通常のスロット型コンテナ（配送

ボックス）

1

製品の前面後部4段ボールキャップ3、5

段ボールインサート8アクセサリトレイ7

カートン用シーリングテープ9

表 1 : 8011ルータのアクセサリキット

ケーブル管理ブラ

ケット

デスク

トップブ

ラケット

壁面取り

付け用ブ

ラケット

ETSIラックマウ
ントブラケット

23インチラック
マウントブラケッ

ト

19インチラック
マウントブラ

ケット

CBL-BRKT-V1該当なし53-101650-01RCKMT-ETSI-V1RCKMT-23-V1RCKMT-19-V1

製品が使用されていない場合は、最初の梱包状態または静電気防止用 PE袋に入れた密閉状態
でルータを保管してください。

注意

設置の準備
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


